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例 言

1.本書は、東京都国分寺市において、平成20年度に実施した個人住宅建設に伴う埋蔵文化財発掘
調査および民間開発に伴う確認調査の概要をまとめたものである。なお、付編として平成10年～15年
度に実施した個人住宅建設及び遺構確認に伴う埋蔵文化財発掘調査のうち、遺構・遺物の検出がな
かった小規模調査を掲載した。

2.発掘調査は文化庁と東京都の補助を受け、国分寺市教育委員会が調査主体者となり国分寺市遺
跡調査会に委託して調査を実施した。

3.本書の執筆は国分寺市教育委員会立川明子が担当した。遺物写真は同小野本敦が撮影し、遺構
図面は国分寺市遺跡調査会島田智博が、遺物図面・拓本は同佐藤緋佐子、佐藤令、小林幸江が作
成し立川が編集した。

4.石器の実測は佐藤絵里奈氏にご教示を賜った。記して感謝を申し上げる。

凡 例

1.本書に記載した各遺跡における遺構表示は、下記の記号を冠して遺構毎に連続番号を与え登録
している。但し小穴については調査次数ごとに連続番号を付している。縄文時代の土坑は末尾にJを
付し、小穴はPJを冠して、歴史時代の遺構と区別している。
SI 竪穴住居 SD 溝 SK 土坑 SX 特殊遺構

小穴 SU 埋傷 SS 集石 PJ 縄力瑚やJh穴
石器集中地点

2,本書に記載した遺物は、調査次数ごとに下記の記号を冠し種別ごとに連続番号を与えて登録し
たものを次数別に表示した。

歴史時代 土器類 PH土師器 PK須恵器 PL土師質土器 PN灰釉陶器
瓦博類 KB宇瓦 KC男瓦 KD女瓦

縄文時代 土器類 JF 中期後半

旧石器時代 石器類 FAナイフ形石器 FL調整剥片石器
3.縮尺は下記の通りである。

遺構 全体図 1/100 1/125 1/150 1/160 1/200 1/250 1/300 1/350 1/1500
遺物 歴史時代 〔図面〕・〔図睨 土器煩 1/3 瓦博煩 1/4

縄文時代 〔図面〕・〔図版 土誰煩 1/3

旧石器時代 〔図面〕・〔図版 石器Th 1/2

4.調査の基準線は、武蔵国分寺跡においては僧寺金堂・講堂間に原点を置く局地座標系による。
(旧日本測地系へ変換可)花沢西遺跡他の遺跡については平成14年4月1日施行の改正測量
法に基づき測量基準点を旧日本測地系から世界測地系へ漸次変更中であるため旧日本測地系
第9系と世界測地系第9系が併存している。

5,調査の分層は武蔵国分寺跡周辺の調査における国分寺市遺跡調査会の層位区分に基づいて
行っており、本書における呼称も同様である。(参考:1985『武蔵国分寺跡発掘調査概報Ⅷ』)
6.遺物観察表は次数毎にまとめて列記している。表中の計測値は、括弧の無いものは完数値、
()のあるものは残存数値、(())のあるものは復元数値、一は計測不可を示す。計測の単位は、長
さ・幅・厚さがcmであり、重さはgである。

瓦の分類は『武蔵国分寺跡発掘調査概報33』(国分寺市遺跡調査会2006)に拠る。
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7.図面・図版の見方

・未掘・・・確認調査では、検出された遺構は掘削せず、確認調査後の本調査において掘削を行うため、遺

構を掘削してない箇所。

・遺構ケバ線・・・本調査において、検出された遺構の完掘平面図に加える線。遺構の上端(遺構の掘り込

み)から、遺構の下端(遺構の底面)に向かって掘り込まれている様子を表わす。

・撹乱・近現代の落ち込みケバ線・・・近現代以降に掘り込まれ、遺構を撹乱している掘り込み。

セクションポイン1へ・・・遺構が構築されてから埋没するまでの過程を上層の堆積状況によって判断す

るために遺構を断ち割り、土層観察面を設定した地点。

1

*竪穴住居に伴う施設*

竃・・・周囲を壁体とし、前面に焚き口を開き、上に鍋や釜をかけ、中で火を炊いて煮炊きをする厨房施

設。

貼床・・・竪穴住居の床面を作ろ際、掘ったままの床面を整地するため、床面上に土を敷いて整形した床

面。

周溝・・・住居の壁際に巡らされた溝。高温多湿に対応した住居の排水機能を担っていたと考えられる。

人口・・・地上から、半地下への人口。階段あるいは梯子が設けられていたと考えられる。
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第1章 平成20年度埋蔵文化財行政の概要
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第1章 平成20年度埋蔵文化財行政の概要

1.土木工事に関する埋蔵文化財調査

平成20年度の周知の遺跡内における土木工事の届出は168件あった。慎重工事と教育委員会が

具申した工事を除き、実施したのは立会調査90件、試掘1件、確認調査9件、本調査9件である。

第1表 土木工事に関する調査内訳

調査原因を事業者別で見ると、公共工事事業が10件、民間事業が99件である。事業計画内容

の内訳は、公共事業では水道工事8件、道路整備工事1件、解体工事1件、民間事業ではガス工

事35件、個人住宅建設18件、水道工事4件、電話工事11件、電気工事8件、集合住宅建設9件、

分譲住宅建設6件、宅地造成4件、道路工事1件、店舗建設1件、駐車場造成1件、庭園整備1

件である。(第2表)

文化財保護法第125条(80条)(史跡名勝天然記念物に関する現状変更許可申請)、第94条(57

条の3)(国の機関等が行う土木工事等のための発掘に関する通知)、第93条(57条の2)(民間

が行う土木工事等のための発掘に関する届出)の発掘届の推移は以下の通りである。

17年度以降は、大きな件数の増減はなく、ほぼ近似した届出件数で推移している。

[発掘届の推移]
1

((牛数)

掌外

-1%

100 -

民間が行う土木工事等のための発掘に関する届出-

込7ル4。=藁;1j;且呈肥蒜/=;;;[こ関する通知
′:け知ケ覧チ寛4 史跡名勝天然記念物に関する現状変更許可申請

発掘件数

11年 12年 13年14年 15年 16年17年 18年 19年20年(平成)

【ア

5 ー

立会調査
公共工事 9

90

109

民間事業 81

試掘調査 公共工事 1

確認調査 民間事業 9

本調査
民間事業 2

9

個人宅造 7



第1章 平成20隼度埋蔵文化財行政の概要

[第3表 発掘届件数1

平成20年度の土木工事に関する届出(第93条・第94条)は前節で既述した通りである。史跡

名勝天然記念物に関する現状変更許可申請(第125条)は以下の件である。

第4表 史跡名勝天然記念物に関する現状変更内容

3.発掘面積の推移

発掘面積の推移は以下の通りである。平成20年度は、民間開発事業に伴う発掘調査および確認

調査が前年度に対して倍増し、公共機関による開発事業に伴う調査は減少した。

(「f]2)

12000
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/
/
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l
?/

13000
/

4〔]00
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J
・?、1

』
戊

虱〉〉・ A
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淡
丈魚く

′1

、、′)一

?二z
?1り〕I1:
7?1 」 1
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0 --

11年12年13年14年15年16年17年18年19年20年

[発掘面積の推移]

?自-rダ―

嘩自甲啼句1も電呻吻炉デ―イ哨-々S→1嗜ト1-1

乍e会皆ψ喝テ噛ζ1―脅?

(平成)

口民間

日公共機関

口市下水道

町固人宅造

口事前遺構確認

言周査
■開発に伴う確認

言周査

6

(平成) 11年 12午 13午 14隼 15年 16隼 17隼 18年 19年 20年

発掘件数 26 32 31 18 10 27 20 2l 18 19

125条(80条) 1- 1 2 4 4 6 0 4 12 5

94条(57条の3) 40 29 29 25 21 41- 35 40 22 27

93条(57条の2) 16・1 124 117 176 143 112 159 155 163 141

施工場所 現状変更内容 件数

史跡武蔵国分寺跡 雨水桝設置舗装工事 1

史跡武蔵国分寺跡 史跡武蔵国分寺跡(僧寺地区)史跡保存整備事業に伴う事前遺構確認調査 1

史跡武蔵国分寺跡 電柱建替工事 1

史跡武蔵国分寺跡 アスファル1一舗装面舗装表層打ち替え工事 1

史跡武蔵国分寺跡 消火栓補修工事 1

(平成) 11年 12竿 13年 14年 15年 16年 17年 18隼 19年 20年

民間 19:32.23 2985.43 3・148,17 5395.82 7508.6 455.58 694,74 867.74 270.73 445.l4

公共機関 ・1951.95 8255.94 3707 1114.61 3992,98 4088.25 215,2 0 792.26 153.22

市下水道 64.5 O 110,l 0 O O O 0 0 0

個人宅造 138.1 330,74 155.44 144、48 18.71 263.41 322.59 220.15 120.82 208.23

遣構確認調査 213,7 O 207,67 117.25 177,4 1055.4 1456.31 1504,92 628.56 659.04

開発確認調査 O 0 O 0 l49.45 430,17 8・1.55 512.61 276428 327.63



第1章 平成20年度埋蔵文化財行政の概要

平成20年度に国分寺市教育委員会および国分寺市遺跡調査会が刊行した発掘調査等の報告書

は以下の通りである。国庫補助金による発掘調査報告書2冊、保存整備事業報告書1冊、年報1

冊である。

1
1

??ム国分寺跡発掘調査概報34 東僧坊・僧尼寺区画溝・東山道武蔵竺?調査 国分寺市
1国指定史跡武蔵国分寺跡 平成19年度保存!竺声業に伴う事前遺構確認調査 国分寺市

史跡武蔵国分寺跡(僧寺北東地竺)??一 保存整備事業報告書
国分寺市

5.国庫補助金によって実施した発掘調査・整理作業

平成20年度における国庫補助金によって実施した発掘調査は、20地区である。事業別内訳は

史跡武蔵国分寺跡(僧寺地区)事前遺構確認調査4地区、分譲住宅建設等民間開発に伴う確認調

査9地区、個人住宅建設に伴う本調査7地区である。

整理作業は、史跡武蔵国分寺跡事前遺構確認調査と、市内遺跡における個人住宅建設及び確認

調査の76地区の図面整理と出土遺物の基礎整理作業および報告書作成作業を実施した。

7



第1章 平成20年度埋蔵文化財行政の概要

第2表埋蔵文化財調査内訳一覧(1)

8

通番
遺跡

No

申J青王

事内容

指示内

容

工事面

積(1n) 調査1I」緊 ト施[] 1通番
遣跡

\0
申請上I
事内容

指示内

容 "詰l 調査;i′1,′果 尖施「] ■
1 6 {固人(主宅 lJ2ス・ 120,75 掘削深1虻、Lぴ1l[乱 08.6.19 58 19 集合住定 本調査 10299 \ノI]くI\!ti45

ソ 8 ヒ巨ラ入 )Lエマ 1・13,・1 相消り1栗度ま3打ai. 0,8.4,9 59 11・I9 分譲「F宅 sl,マ 「16,5 Gト'!{k:mでlllh層倹出 08,10.l0

3 21 電話 jl-l-g 0.:lB 連絡なし 60 21 水道 Ⅴミ、・ 1.6 連絡なし

1 20 集汗住宅 確認 367 洋細第2章(1jる地区 61 5;3 水這 )L島・ 2.3 連絡なし

D 7 分譲住′て )Lノく 217 連絡7a,-1 62 10・19 分譲住宅 )Lアマ 168,7 掘削深度王で1゛(i乱 08.9、2.4.

6 47 水道 M冫ぼ 2.1 且叫川}1;看,其主てす(l"i:(L 08.4,30 63 10・19 個人住室 Mi; 90 掘削深度まで撹乱 08.10.27

l 10・19 宅地造成 確認 1)10 詳細第2章3う地区 64 2 !51ミ酊場 3Lユ! 20,5 掘削深度まで・撹乱 08,8418

8 10・I9 窒地造成 確認 130/1 詳細第2章て地区 65 57 道路 3LJ、・ 2・1:39,3 連絡なし,

66 8 ガス 謂ミ区 掘削深度まで撹乱 08.9,179 1l 分譲作宅 確1j:ど、 23;3 詳細第2章にり゛,地区

67 8 ガス )Lム・ 連絡オCし10 7 5-ド7ノミl
屯ヌk )!.ゴゞ 0.7 連絡なし

11 37 咀ヌ入 )LJ\- 1.・1 i:-1\八二i」1出 08,5.23 68 19 個人住宅 )Lズマ 52,7 掘削深度よで11:ご乱 08.「1.25

12 47 ガX M一工、 (:ト60(…で)ブづ、1が出 os.5.s 69 8 ガス ざ!一冨
り 掘削深度,5で撹乱 08.9,17

13 l0・19 宅地造成 確認 175 詳細第2章11))地区 70 8 ガス )人ヱ;
9 掘削深J史:ヒで撹乱 os.g,16

1・1 21 4去八 ).L-r,<
9 リ 連絡〆Cし 71 57 ガス 3Lユマ 2 連絡tcし

15 56 個ノ、住宅 MⅠ; 265.46 (;ト100(…でVr:'f1・フミ出 08,6.17 72 10・19 水道 0.5 連絡なし

16 10・19 水道 )L冫χ 10841 掘削深度主ぐ撹乱 08.5,22 73 52 公園整備 )1Jズ 13910 連絡tCし

17 10・19 ガス )Lノ、・ 21,3 掘削深度I;ミで」豆乱 08.5.16 74. 2 電気 )Lヱマ 1.1 掘削深度工て撹乱 08.10,10

18 11119 カス 旦=マ 88.51 1フ11111I}業)彎主て才;li::上 08.6.24 75 り
田、ス( V冫Ⅸ 14 連絡なヒ

19 l1・15) 分譲(主′芒 確認 50 詳細第2章1l1地区 76 5・1・ ガス )Lユ\・ 2 掘削深度まて撹乱 08.10、1・4

20 21 個ノゞ住宅 本調査 29三L9 詐細第2竜′〔0地区 77 21. ガス )L:エヌ 9 掘削深度・ヒで1痣乱 08,10.16

21 26 ガス Mエ、 ご1 掘削深度主て撹乱 08.6,19 78 54 集合住宅 本言周査 290,5 1く54-10

22 3・19 ガス )!.Jく 45.5 掘削深度l確ξ寸(](話L 08.6.6 79 10・19 nlAl )1-Jマ 2.2 掘削深度よで撹乱 08.10.20

23 10119 水道 )LJ、・ 4,.4 掘削深度七ご」Q汀1[ 08.5.2S 80 19 ガス )!-ユマ 1.7 掘削深度トヒで撹乱 08,10,8

24 19 集合(=ド宅 11.バ 2004 掘内り冫貴)21Eで」Cム丁.L 08,9.17 81 10・J9 ガス M冫Ⅸ 42.8 連絡なL

25 19 水道 )IJ( 2,9 ]ス11訂j,1;i}冫土で寸t゛l古L 08.5.30 82 19 建物解(本 !].,1・ 75.5 連絡'fcL

2(i 10・19 道路 j!.エ〈 225,4 掘削深1之I(Q撹乱 08、5.28 83 l 電話 NLユ飄・ 94 掘削深度土で撹乱 08.9.30

27 37 水道 見工、 3 +IJ哨0}柴,度主て才(1札 08.6.4 84 19 電話 M;仄 0.4 掘削深度よで撹乱 08.9.18

28 l0・l9 q1ス( )Ly:\・ 07 掘肖唱ゝ窄1・工主で1覚5七 08,6,24 85 8 ガス )!-Jマ 6.5 掘削深度まで′撹乱 08.9.18

21) 10・I9 目1メ人 )1.ゴ入・ ・1,7 すll}脚深疫まで撹乱 08.7.l4 86 1R・19 個人作室 )一!-ユK 57,7 掘削深度まで撹乱 08,10.28

30 9・l9 電気 15 連絡々し 87 34 水道 共!く 11.2 連絡なし

31 37 水道 )/I〈 3 [:l.-35ciiど1\ICj検出 {)8,7,2 88 54 公園整備 )Lユ\・ 14 連絡tcL

32 19 分譲{主宅 !Lz= 1月0 掘削深度ミ1で同iQ 08.6.6 89 10・l9 71〈道 ゝLユマ 0.6 連絡なし

33 10・19 ガス M-二、 l.4 掘削深度よ一撹乱 08.6.12 90 10・19 電話 )!-バ 0.8 連絡iil

3,・1 29 水道 ;l--rスー 2.3 掘削深Pビ土で゛1(]話L 08,6,16 91 7 1固人(主宅 )l-ア〈 82.8 連絡f+%

35 11 ガス )1-二}ベー 3.2 掘削i業度王計i,1乱 08,7.1 92 29 水道 )Lヱ; 72,3 連絡なし、

36 qミ詐作′で )!一石 218.5 掘削IWIそI(Lご撹乱 08.8,22 93 57 集合作宅 y琴区 151.39 ゼjl削深度よで表十 08,10.21

:37 37 ガス )・′J〈 2.8 掘計甲]j)ラI史二L-二'ti'i-占し 08,6.27 94 10・19 ガス ),仁ヱ\・ 0.7 掘削深度七ご′撹乱 08,10.30

38 30 ガス )L,ぺ 0.6 掘j]没四一王Q1党乱 08,6.2・′1 95 57 個 ノゞ 11三′( 125,3 連絡なし

39 10・19 集き住′亡 )・′-バ 227.33 連絡なし 96 37 公園整備 】!.バ 17 連絡なし

/10 248 ガス !L-.ぐ 1)9 08.7,8 97 10・19 水道 )Lヱマ 1.1 掘削深度まで1党乱 08,10.6

11 19 1固人(主′f 195,3 連絡なし 98 28 咀,メ人・ 3Lユ\・ 9.2

42 2] 電話 ΣLⅠく 0.6 連絡].Qヒ ■99 18 1 桟11 之会 ■0.7 「一一-コ
13 19 水道 立会 3,6 連絡なし 1100 119 l 水道 ■l会 I 8 I - 1口重格t.Cし
1,・1 l9 側人作宅 イくJ周査 11)7,3 51楡}1第2章:、4)地区 l101 ト19 【 分Eユ2(1宅 ■桧 1116.19 レ8.10.10
45 19 水道 ヤX 「6 掘削深),〔ど別“[{乱 08.7,2 ト2 119 l ガ・ : 1 ウ会 12,1 1 - 1 連絡なし

46 8 集合11ミ′亡 L5 1'i白11り1柴ハIまで寸C1τik 08.7.22 l103 15 【 l1、曹占 1)社 lO,7 レ81125
」7 28・5・1 ガス コ1j゛会 1〕7-5 連絡/よし レ)・1. 「49 1 水道 1■l会 ■81 1 - 1 連絡なし

48 37 ′1は話 M冫Ⅸ 04 jプ1}1j]1ピ嗣I年l主て才(i乱 08.7.25 ト5 レ) 」 水直 I 立会 ■49.8 レ[11川):#+!tNi (1(IQ占L 「08.H.11
・19 10・15 1固人(主宅 )LLく 197 (:l.-田…?l!lt:l5;打11出 os.g.s l'l'O6 119 【 水)亘 1吋 l5i 1 1 連絡たし

50 ]9 咀メ入 )Lフく 2.9 連絡なL ト7 110・l9 園 ガス 「絋 1 1,8 ト削3朶1リS1。乱 ト11,26
51 10・19 個ノk作宅 ざL-マ 204 連絡/]Cし ト! ト・19 1個人住宅 I 立会 レ6.1 レ1削(梁曳ヒて大l レ8.12,1
0- 6 ガス 99 08.7.:!3 1109 12 1 モ気 I・壮 ■1.・1 I 1■連絡fら
53 19 ′1-E話 jl- +;く一 0.7 掘11り深I曽二{ミ丁撹乱 08.7,28 レ0 l28 ■夕・ トこ二〉 1 1,2-1 - 1■連絡なし
54 19 電話 0l 08.7.25 レ1l 118.19 ■ ノ1\道 1 立会 I188.2- ト1刊ゞよjよLごl'iY占L 108,11.6

28 店舗 さLI; 1;31,7 掘削i柴,度・ど可i:バ肚 08.9.5 ■112 110・19 1 ガス 1縁 11.2 ト脚j1朶1%土、反乱 ■08.11.26
ト 「17 I蛤 11:i2.88 ト.9..io レ3 lis・19 1 水道 1壮 1309,6 I - I連絡なし
レ7 I7 1 ′,詐 1辻 l 2.9 レ8,8,19 1 1114 ト 1 ガス l 立会 l22 I ■連絡tcL
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箪旦青哩薄?文歩坦調査め訳1(2[

一 9

レ番 遺跡

Nl)

中 請 二]二二

事内容
:指示内容

工事而積

(ni)
調査結果 実施日]通番一 -遠跡“

....No
申請Ⅰ-

事内容
指示内容

暢[事面栖
(ni)

調査結果 実施口 l
142 11・19 ガス 減ユX 1.6 連絡なし115 37 ガス 立会 2 掘削深度まで撹乱 08,11,7

143 氷道 〕L頁 1,9 C,1.-101)cmでⅣ層検ε1 09,2.13
116 2 個人住宅 きl.エマ 57,96 (;14-lOcn】でⅢa鴫検出 08.l2.19

144 8 集合住宅 確認 102 詳細第2章 地区117 10・11 ガス 立会 0,6 連絡なし

1・15 56 電話 jL lて 1 掘削深度まで撹乱 09,2,17
118 1・1・19 ガス 〕L工く 6,1 掘削深度まで撹乱 08,.11,26

146 54 電気 31JJX 2.9 連絡なし
H9 10・19 ガス )L工、・ 2 掘[11j深度まで撹乱 08.12,3

1・17 19 道路 )L石 8 掘削深度まで撹乱 09,2.2
120 19 ガス )l.工く 2 掘削深度圭で撹乱 08,12.1

121 19 電話 立会 0.J1・ 掘削深度まで撹乱 09.2,6 148 19 電気 ざLJズ 3.3 連絡なし,

1・19 19 ガス )Lエゞ 3.2 GL-70t:mでlⅡc層検1[ 08,6.12
122 l0・19 電話 )I.工ゞ 0.4 連絡なし

123 19 個人住宅 立会 252.3 詳細第2章③地区 連絡なし 土50 19 電話 11JJ-; l 掘削深度まで撹乱 09.:13

151 19 水道 〕Lパ 17,5 連絡なし124 58 個人住宅 〕Lエく 48,8 掘削深度まで撹乱 08,12,15

1521巨O・igi1 水道 1トゞl会  40 連絡なし
125 54 ガス 立会 掘削深度まで撹乱 0812,10

1531 191 個人住主 「歓 162、8  掘削深J0-(撹乱 1126 19 ガス )Lエく 1.3 掘削深度まで撹乱 08.12.8

育1 191 個人住宅 1 イl会 119.6 1 掘削深度よて撹乱 1 L O9.4丁2127 8 ガス 1Lユ〈 1.6 連絡なし

128 58 クr4;a
岨ヌ覧 )L工く 0,03 連絡なし ト55園 571  個人f工′毛 本調査 1019 【 詐細第2童aΦ地区 

1川 5i1 庭園整備 ■L会 レ  掘削深度まで撹乱 09.030l129 10・19 防根設置 )ムズマ 27.5 連絡なし.

130 10・19 柵設置 )L・本 2,7 連絡なし 4157111911 ガ・ 1ト桧 100 1 - 連絡クし1
131 25 C0こテノ;ジ

咀刈 )ムソく 0,7 連絡なし レ口]1911 カス 1トL会 ]07 l - 連絡ケし1
日591レ71■カ・ 1「立会 0.6 1 掘削d度1、て撹乱 09:3)1132 21 水道 )ム・ズ 1.4 連絡ムし

133 2・58 電気 状ユX 2.2 連絡なし ト601ト8・1911 一電話 ら舷 10.4 1 掘削7朶1覧j(撹乱 093】O1
ト6川l571l カス レ丈会 レ5 トO(mごロームp1)険1 093101134 10・19 戸;=lコ至;トl:ゞ

目王ヌ～ )Lヱ( 1.4 連絡なし

11621レ1 個人住宅 ト舷 l559 I - 連絡9し1135 10・19 道路 )Lユマ 1330 連絡なし

ト631118・19 自 龜気 「立会 レ4 レ}!削深度まて1夏ちL 091ラ1 1:36 19 1 ガス 1 ユ―ム
)l.Tz 0.6 1 掘削深度まで撹乱 09.1,l5

■1641I211■ 水道 ■会 ■14 1 i削イ朶度Lて撹乱 0941137 47 ガス )Lユマ 2,3 掘削深度まで撹乱 09.2.3

―16511581I個人住こ〔 1-)゛乙会 1112.9 1 - 連絡々リ1:38 2 ガス 〕Lエく 4.3 掘削深度まで撹乱 09.1.13

■166 I2 1個人住宅 「杏調査 ―12=!..7 1 平成21年度社139 19 集合住宅 )Lユ; 11 連絡なし

1167」1191 1個人江亡 ト調査 1218.1 ■ 平成2I年度事業140 47 電話 )L-ゞ 0.4 掘削深度まて撹乱 09,2.4

ト8-11211 1 カス ト会 1-]18 レ削イ朶度LてF話L 1 09.4.17ト1“ 54 ■庭園整備 ■ 立全 I 5 1 - 1連絡なし

;「,跡・

゛ 可丁▼口▽正F″"-ニニ-ニ▽
1 2 訃窪 り 9 l[ 10=#コ 1   " .

S 羽娘沢 l 1

“゜  ニ ツ  1 .
7 訓゛1I′沃 “T-コ1

1 ・"ieiltM ・〒 ・・コ・
11r 武ん、国分与跡(僧・尼jリ l;-- 1 l I ) 
Il 多31上 I I I 1 2 =ツ ・
1,fi't!!l1、,,2,,、2 6 263」 1 。3 3.  .  .

1ド)コ i
,1 、) ,  兵

跡,、3- 1, 1.
別  7 本町 爾二 一 一 - ・ 、・Ⅳ▽ . m 戸] 一
埋 ゛" ニニニ ー - ″ ′ 1 1 ・ 

I l ] F 1 
蔵 34 - 」   l 1

8-=1 :  文 1 几 二二▽ - - - ′ ゛ 一一 一
5コ:

化一iu二/--- - ,1- 1).
財 19 - - 1 l 1)

1 l ): 1 . . 
調 、3 ,,,、.,1,,。716,、1,1 ・)  1 
査 一之j 花;;}1!漏  一 醪- 一 園 翳虚ニ“ - I I二一 - コ
件 、7,2,7,,4,- - ]κ÷ - 1,像1・ 
数  ゛゛ 11″0 二 ′ 3 ′ 1 1 I
11)・目 武,・国分吉・s亦(I守)・目 [ l t )  I
11〕・lii武式国分寺跡c僧・尼冷)・u{9国分,乍跡 8 ビo 23 30 ============1 1
H・11} 多?1:玉・武誹(U分寺跡 5 5 1 I 6 ==ツ : 1

一,. . 1》 . :目4・l)多介1l横穴墓詳1武恢国分寺相: 1 l

18・19 八;葎1i1i゛・武I26匡号寺跡 l tL 5

J ツ  1  辷 - --- 1 : . ・
28・伺 ト町←1ビ沢両 l 1

-  1 )13・l9 恋ケ111、南・八蔵ト)うト゛i・跡

9・19 『11ミ山・武i二画分寺『亦 1 1 1 )

一“ ,J  /1.7,、6J3,7闇。JJ1。,8ニニ▽一′一 

;「,跡・

No.

化会・試掘 確認 本調K
.1

FF 訃 司司 民問日
恋・Y窪 リ 9 l「 10

羽娘沢 l 1 1

り

多ピiI′;板

8 花沢巨 9 I 10

111 武ん、国分与阿・(僧・尼jリ 1上エ

11 :多3?上 li1

!9 武伐i%l分・!ヂ跡 6 :(; l 3 35

20 殿ケ谷戸北 【〕 1

21 殿ゲ谷戸 3 1 l 1)

2S 1{I

こ(i 111

28 本町 3 :5 3

29

30 Il1

34 l 1 l

8 8

47 1 」

48 1lL

41) 1l1

52 1l

53 東京径済ノ(堂構内iJ.跡 1 l

51 花1尺東 6 (j 1

5G

57 恋・1\二:(! 1 6 1 1

58 東山道 3

11)・目 武,え国分寺S亦(嗜・紅守)・多一1- 111

11〕・ lii 武式国分寺跡c僧・尼冷)・a(代国分与跡 8 ビO 23 30

H ・ 11: 多?1:玉・武誹(U分寺跡 1I 6

目4・l) 多介1l横穴墓詳1武恢国分寺相: 1 l 1

18・ 19 八;葎1i1i゛・武I26匡号寺跡 l ( 5

2・ 58 恋ケl11東ij,1道

ト町←1ビ沢両

1J

2y.X'! l 1 1

3 ・ l9 恋ケ111-南・八蔵ト)うト゛i・跡 1

9 ・ 19 『11ミ山・武i二Lも分寺『亦 1 1

[一■[・ ■ヒ「■ヒ■ヒヒ
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第2章 平成20年度埋蔵文化財調査の概要
一

個人住宅建設に伴う調査は、武蔵国分寺跡5件、殿ケ谷戸遺跡1件、恋ケ窪東遺跡1件の計7

件である。排水管地下埋設部分および建物基礎埋設部を対象として調査を行った。

開発計画に伴う確認調査は、武蔵国分寺跡で6件、花沢西遺跡で1件、殿ケ谷戸北遺跡で1件、

花沢東遺跡で1件の計9件である。このうち武蔵国分寺跡で3件( ～ 地区)、花沢東遺跡で1

件([相]地区)が本調査に移行した。個人宅造・確認調査併せて、寺院地内で5件、寺院地外で6

件である。

歴史時代の調査は、 地区以外の調査地は、武蔵国分寺跡の中でも遺構の検出が希薄な地域に

位置し、平成20年度は全体的に遺構の検出数は少なかった。その中で 地区は、竪穴住居

が重複して検出され、従来から修理院に比定されている市立第四中学校近接地とし

て繁多な土地利用状況が伺えた。寺院地外であるが、④地区でも10世紀の竪穴住居

が検出され、住居が増大する時期に属する遺構である。逆に花苑院に想定されてい

る僧寺寺院地南東地域では、 地区で歴史時代の溝跡が検出された他は遺構が検出

されず、従来通り、花苑院としての性格付けが強まった。また、遺構があまり検出

されなかった③・[相]地区では、③地区の1・レンチ内で地山の傾斜が見られ、当該地

から恋ケ窪谷の谷壁が広がることが分かった。[相]地区では、国分寺崖線下に野川の

旧流路における堆積土が確認された。以上の2地区から、旧地形を確認、することが

一(ぐ!才二。

縄文時代の調査では、0地区で、陥穴が検出され、住居等の遺構の検出が少なかったため、殿

ヶ谷戸谷へ向かう緩斜面中に住居や集落を避けて狩猟場を設けた様子が看取できた。

旧石器時代の調査は、0地区は、遺構は検出されなかったがⅥ層下層でチャーI・剥片1点が検

出された。[有]地区では、Ⅳ層中から礫18点から成る石器集中地点が検出された。国分寺崖線と殿

ヶ谷戸谷に囲まれた谷上に位置する[相]地区では、調査区北西部のVa層中から礫8点から成る石器

集中地点が検出された。

日
武蔵国分寺跡における調査は、寺院地内の地区では、従来遺構の密度が低い寺院地南東地域に

位置していることもあり、また調査対象範囲も狭小であるため遺構はあまり検出されなかった。

それに対して寺院地南西地域の2地区は、修理院跡に比定される地域に近いこともあり、10世紀

代の竪穴住居が複数検出され、衰退期における寺院地の集落の様相を窺うことのできる資料を得

ることとなった。その他の市内遺跡では、殿ケ谷戸谷を睨見する殿ケ谷戸遺跡・花沢東遺跡の段

丘上の調査区で、旧石器・縄文時代の遣構・遺物が多数検出された。花沢東遺跡では、確認調査

から本調査へ移行し、石器集中地点および礫群が多く検出されたことから、旧石器時代において、

台地上奥部よりも、湧水点により近く日照条件の良い斜面付近を好む立地傾向が看取できた。
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第2章 平成20年度埋蔵文化財調査の概要

平成20年度 調査地区一覧

1第7表 武蔵国ガ寺跡(遺跡N010・19)(固人宅造に伴う本発堀調査
1

I第8表 武蔵国分寺跡(遺跡No,10・19)分譲住宅建設に伴う確認調査
1

1第9表 花沢西遺跡(遺跡No.8)分譲住宅津設1こ伴う確認調査
l

第10表 殿ケ合戸北遺跡(遺跡No.20)分譲1±(!設に伴う確認調査
????????????????1??9?H Pイ?!--??7-下?ニ?二l??????????-)?・・?O覧・

1第11表 殿ケ谷戸遺跡(遺跡No.21)個人宅造に伴う確認調査
1

I第12表 花沢東遺跡(遺跡No.54)分譲住宅津設に伴う確認調査

第13表 恋ケ窪東遺跡(遺跡No,57?] {固人宅造1こ伴う本発掘調査

1

13 一

毒J1 調査原因 I所在地一.アーヨー.,1-」一ア,一現地調査期間 検出遺構 1毘尖
σク 632 個人宅造地

東元町4丁目
6-17

5,20 5575 109,63
門20.4.25

(1日間)
検出遺構なじ ○

② 633 個人宅造地
西元町3丁目

2-7
9,24 50.07 124.95

日20.5.7～日20.5.8

(2日間)
検出遺構なし ○

③ 638 {固人宅造地
泉町1丁目5-

11
19,36 131.23 498.68

臼20.6.11～口20.6、17

(4日間)
検出遺構なし ○

印 643 個人宅造地
西元町3丁目

514
60.89 166.56 197.28

口20.9.24～日20.10.27

(20日間)
住居1軒、小穴6基 3

 646 個人宅造地
東元町4丁目
1806-3

10.15 77.42 252.28
臼21,2.9
(1日間)

検出遺構なし O

面積古計 104.84 48103 1182.82 1 箱数含計 口口

来顆1t 調査原因 ■所在地 N).ji t I$'(Th)'xdeI現地調査期間1 検出遺構 1見尖
◎ 630 分譲住宅建設

西元町2丁目
22441

107.26 1,○15,15 1.084.○○
口20.4.9～日20.4.18

(7日間)

(歴史)掘立柱建物1棟、住
居2軒、溝1条、土坑2基、

特殊遺構1基、小穴20基
1

 634 分譲住宅建設
東元町4丁目

1937-1
48.86 1.278.18 1.30400

臼20.5.13～口20.7.23

(8日間)
(歴史)溝1条 O

G) 635 分譲住宅建設
東元町4丁目
1938-5

48,○O 91008 910.00
臼20.5.13～口20.7.23

(8日間)
(縄文)集石1基 ○

(3 636 分譲住宅建設
西元町2丁目

2544-16
1,39 98.61 233.○4

口20.5.26～口20.5.28

(3日間)
検出遺構なし ○

析・ 637 宅地造成
西元町2丁目
16481

24,76 175,50 175,50
日20,5,21～日20.5.30

(7日間)

(歴史)土坑4基、小穴1

基
1

(ロ) 639 分譲住宅建設
西元町2丁目
254416

0.70 50.02 116,63
日20.6,9～臼20.6.11

(3日間)
(歴史)小穴1基 1

面積古計 230.97 3,527.54 3,823,17 憂l

地区

番号旺 調査原因 所在地トー,1,」〒一.,zL一立〒Lヨオ,一現地調査期間 検出遺構 目尖
迅) 21 分譲住宅建設

南町3丁目

28-6
5,37 62,10 102,○○

Ⅱ21、3,16

(1日間)
検出遺構なし 1

面積台計 5.37 62.10 102.00 震L

已%j雲欝■周査原因 I所在地一ア,.」[一、,j二ニヱ1-1.1-」現地調査期間I 検出遺構 見尖
I(3) ト 集古住宅建設

南町1丁目

31112
34,18 183.00 367.00

日20.6.2～口20.6,11

(6日間)
検出遺構なし 1

面積8計 34.18 183.00 367.○O ヒヒ

毒%l釆衾Ⅰ 調査原因 所在地一アH二二Mffl) 現地調査期間 検出1構 旧

44) 11 個人宅造地
南町2丁目
10-23

96.17 105,13 294,99
口20.6.19～日20.7,9

(13日間)

(旧石器)石器集中地点1

箇所

(縄文)埋賽1基・土坑3

基・小穴20基

1

面積S計 96.」7 105,13 294,99 震L

ェヨ アっ 調査原因 Ⅰ所 gUm ffi .z*'(m')gta」 間I 検出遺構 11地区 言周杏 在 地 現 地 調 査 期 箱数

) 8 集8住宅建設
南町3丁目

2681-

33.108

57,11 169.60 566.98
口20.6.4～臼20.6.16

(7日間)

(旧石器)石器集中地点1箇

所

(縄文}集石1基・小穴1基

1

面積8計 57,11 169,60 566.98 1 箱数台計 ヒ〔

地区

香号

調査

次数
調査原因 所在地

′～一一′′-′ 商一″′11゛で話テ一一″一゛″″′ 現地調査期間1 検出遺構 宅尖調査 工事 対象

(坤 20 個人宅造地
本町4丁目
21-24

7.21 57,43 101,92
口21,3.3～日21.3,4

(2日間)
検出遺構なし O

面積台計 7,21 57.43 101.92 〕〔
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①武蔵国分寺跡第632次調査個人宅造地

所在地 国分寺市東元町4丁目6-17

調査期間 平成20年4月25日(1日間)

調査概要

調査区は、僧寺中軸線から約348m東方の寺院地南東地域に位置する。調査の対象は排水管埋

設により遺構に影響が及ぶ範囲である。当該個所にトレンチを設定し遣構の発掘調査を行った。

地表下約60crnの掘削深度までほぼ全面撹乱を受けていた。東側のL字型トレンチ部分で地山

1κ?雫p夛

一

・z1嶌

(Ⅲb層)を検出したが、遺構は検出されなか

った。

出土遺物

遺物は出土しなかった。

1.調査区全景 東から

5.20爾

立川明子

調査面積

担当者

-

②武蔵国分寺跡第633次調査個人宅造地

所在地 国分寺市西元町3丁目2-7

調査期間 平成20年5月7日～5月8日(2日間)

調査概要

調査区は、僧寺中軸線から約216m東方の寺院地外南東地域に位置する。調査の対象は、排水

管埋設によって遺構に影響が及ぶ範囲である。当該個所にl-レンチを設定し遺構の発掘調査を

行った。西側から中央部にかけて地表下60cmの掘削深度まで撹乱を受けていた。調

査区の東側で部分的に地山(Ⅲb層)を検出したが、遺構は検出されなかった。

出土遺物

遺物は出土しなかった。
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第2章 平成20年度埋蔵文化財調査の概要

r

③武蔵国分寺跡第638次調査個人宅造地

所在地 国分寺市泉町1丁目5-i1

調査期間 平成20手6月11日～6月17日(4日間)
ー 一 ー

調査概要

調査区は武蔵野段丘上、恋ゲ窪谷の西側谷壁際に位置する。調査の対象は、建物基礎埋設に

よって遺構に影響が及ぶ範囲である。当該個所にI・レンチを設定し遺構の発掘調査を行った。

地表面下約60～110cmまで盛土が堆積し、盛上下から地山(Ⅲc層)が検出した。地山は北東方向

に向かって傾斜し、当調査区内の北東部から恋ケ窪谷の落ち込みが広がることが確認できた。

出土遺物

遺物は出土しなかった。
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 武蔵国分寺跡第646次調査個人宅造地

所在地 国分寺市東元町4下目1806-3

調査期間 平成21隼2月9日(1日間)

調査概要

調査区は僧寺寺院地中軸線から約480in東方の、寺院地外東方地域に位置する。調査の対象は、

排水管埋設により遺構に影響が及ぷ範囲である。当該個所に1・レンチを設定し遺構の発掘調査

を行った。地表下約60cmで地山(Ⅲc層)を検出し、遺構確認を行った。調査区内は撹乱が多く

およんでおり、遺構は検出されなかった。

出土遺物

遺物は出土しなかった。

一 L4a1
～

一

レ11吻-

1只8死6
レ〆≧ご.へ啼C -- 「

ず 1

翻喰 一
一 一r々t1 - -

) 一
ー

≧z1-,′J→
= ー?511 -4

1

づピ5εt:′モツp

問
【
ー

1 4べ1 rか r ー ーー

号 壕〆
番? .N 一へ 》1タj6 口-
レ 冫 -一 内

―
-

レ冫 1心・\゜ダ句-(
一
-

6 一 一5r 囁レ＾リー ー 一

ラr ー 一
～

- 一

1.調森区令景 東から

-

調査面積

担当者

10.15 1音

立川明子
-

ー 一 -
---一 -一

ー一 ー-r4 ー
ー= ー

- ナ】ト !- 一 一
J ー -Jレ・ト
- 一 - 一

.,.:゛
--

ー1 -1

I
一

一 ー

一 r4 -
-1

-
- 一 ー --

- 一へ＾1h 一
7

一
一 一1 一 〆一 -l- i- 一 一-

1
)1 一--

1 -

-噌Jd C
智

I
一I一- r-・ -一 kど9つ 一 - ル-

゛域 ―よ 〆
1・ ・

- 一
▼ - - 一

竺7、～1弓a閣■ロ v,- 一ー 一

t
九雪 一1t1

～11

I
J

一-ー Lニシラ

ヒゞー 一 ビ-1
- --些シ シ『 ー 一一 一 一

一一 1

二噛 -

1 ) -
一 1 々-

eJ
1; 1t.1

-

a
咄

11→―I

;1J『 -
自 瞥

1峠
へ ー

・ミn嘘遣 ―・メ?.41ツ -一 争1

!二・.1 ー
は【一,6・ー

L・ レl
l◆ - -

掛
4・竺2

-

-
》1コ

1

一

一

ー-

ー

一
一

一

一

―51

\
L

一

2,調査区全景 南がら

-

～

r?

し

-

1
一

一

一

7J

16-

e凶l■ ■
I 閣 ― ■ 一 国一

l■竺 國 翳 ■ ツ■ ■
園 ■ 園 圓 ■ ■ - ■-

p S 置 I a ー■ ■-

はl 1 ■■1 ■

1 1■■■■

1■コI

■閣圏
脳【―

一一



第2章 平成20年度埋蔵文化財調査の概要
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第2章 平成20隼度埋蔵文化財調査の概要
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④武蔵国分寺跡第643次調査個人宅造地

所在地 国分寺市西元町3丁目5-14

調査期間 平成20隼9月24日～10月27日(20日間)
ー

調査概要

調査区は、僧寺寺院地中軸線から約120m西方に位置し、寺院地外南西地域に位置する。調

査の対象は、建物部分の地盤改良により遺構に影響の及ぶ範囲である。当該個所に

トレンチを設定し遺構の発掘調査を行った。

検出された遺構は、平安時代の竪穴住居跡1軒(SI802)、小穴6基(P?1～P?6)である。

SI802は、東西約3.8m・南北約3.2mを測り、平面形態は南西隅が張り出す不定形な隅丸方形を

呈している。北壁に竃を設置していたと考えられるが、現代の撹乱により壊されており、付近

には竃の構築部材と考えられる瓦片が集中して出土している。出土した須恵器の年代から、10

世紀ころの竪穴住居跡と考えられる。

武蔵国分寺は10世紀代には衰退期を迎え、寺院地内に一般の住居である竪穴住居が進出する。

SI802は当該期に営まれた住居跡であり、衰退期を考える上で貴重な資料を得ろこととなった。

出土遺物

SI802からは、土師器褒(PH01)須恵器坏(PK01)、土師質土器坏(PL01～04)、灰釉陶器婉(PN01)、

男瓦(KC01)、女瓦(KD01～03)が出土した。須恵器はいずれも、底径が小さく、10世紀以降の所

産と考えられる。灰釉陶器j宛は、器形から黒笹9号窯式に相当する。
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第2章 平成20年度埋蔵文化財調査の概要
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第2童 平成20年度埋蔵文化財調査の概要
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第2章 平成20年度 埋蔵文化財調査の概要
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歴史時代土器一覧

遣物番号
種別
形態

出土

位置

日径

器高
底径

口口同

器形の特徴 成・整形の特徴 備考

64:31斗101
土師器

褒

S1802

1 I二

((19.6))

23,9

((7.8))

頚部ややく字状を呈する、体部
上半や一\シ張る.

体部下半、斜位のl\ラ削り. 明掲色硬質。.白色砂粒少量混入。

643P1〈01
須恵器B

』不

Sl802

『上

((12.0))
3.5

3.8

体部やや内湾気味に立ちあが

り、「1縁部やや外反.
ロクロ成形,.底部回転糸切り

後、無調整。
淡橙巨、軟質,砂粒微量混入,内面炭痕あり,.

6.l:1-Pl.01

土師質

上器

坏

818112

キ!乏7]二

11.7

3,7

4,7

体部直線的にコ"1二trrl'lがろ5口
i家=部j把厚。

ロク17成形。底部糸切り離し後
無調整.

淡橙已。やや硬質。小石少量混人,

6!13-PLO2

上師質
上器

坏

Sl802

ぞ?)1二

12.0

4.〇

二1.・1

体部やや内湾気味に立ちあが

ろ-

「1クIll成形一底部回転糸りJり

後、無調整。
橙色～赤掲色軟質。砂粒微量混入.内面炭痕あり。.

643PLO3

=L師質

上器

坏

S1802

}7フ上

l1.8

lI.O

1.8

体部直線的に立シ)1ちがる,. ロクロ成形,底部回転糸朗り
後、無調整。

橙色。.軟質、砂粒微量混人,、

643→'LO-1

土〕師質
Iト器

坏

SIS(14

覆上

12.2

4,3

i1、6

体部直線的に)1!二ちあがろ, ロク「J成形,底部糸明り離し後
無調整.

橙色、軟質金雲母・砂粒少量混入一

643F)NOl

灰乗由

陶器

士ン"C

51802

芭土

(:う.1)

((8,;3))
0.2

高f4ソ五1二I月1fC呈 トろ,. 「1ク「l成形。底部糸明り離し後
無調整、高台貼り付げ、

灰白色、7硬質、緻密、体部内外面ハケ塗り.底部内面
磨耗、

男瓦一覧

遺物番号
出土

位置

狭端

広端

全長

厚さ
成・整形の特徴

備考凹而 凸面 エr1l百Ⅲ

素材 酊目 牛,5・徴 叩き 持徴 特1敦

6・1:31〈〔二(〕1
SI802

覆土

14.6)

(1:i.'i)

40.Ⅰ

L3 粘上紐 2:う×2l

広端縁面

ヘラ削り,

金面横/\ラ削

り。

側端面一而

ヘラ削り、.
技法Il-Al.,灰掲色.硬質、砂粒少量混

人、広端側に欠損。

女瓦一覧

遣物番昔
出七

位置

狭端

広端

全長
厚さ

成・整形の特1敦

備考[1j1面 凸而 端而
素1オ イ1j目 特・徴 叩き 特徴 特i敷

643」くL)01
Sl802

所土

(4.9リ

(6.5)

38,3

2,1 粘上紐 :!lXl7

1111]・広・狭端

縁面゛・\ラ削
V)、

縄目

L8本

側・広・狭端

面一面ヘラ

閉1フ-

持法Ⅱ1-八l。灰色.硬質,、砂粒少量混人。,

64:3K1〕02
Si802

r(」二
(105)

[6 才κ上+反′? ;35×34

側端縁一面

・\ラ削り。

縄目

l.11本

模骨「入j 側端面・而

・・・ラ削り.
技法Ⅱト89暗灰黄色。砂粒少量混入,6

6・13}〈「)03
Sl802

芒土
(12,9)

2」 粘上:阪“?

測端縁一而

一\ラ削り-

正格子 不明押型 イ1,1端而一而

ヘラ削り。
技法Ⅱ2」39暗灰黄色,,砂粒・海綿骨針・レ量
混入,.



第2章 平成20年度埋蔵文化財調査の概要

-

 武蔵国分寺跡第630次調査確認調査

所在地 国分寺市西元町2丁目2244-1

調査期間 平成20年4月9日～4月18日(7日間)

調査概要

調査区は寺院地中軸線から約150m西方の、寺院地西方地域に位置する。「修理院比定地」で

ある市立第四中学校に隣接している。調査の対象は、浸透枡埋設によって遺構に影響が及ぶ範

囲である。当該箇所にトレンチを設定し遺構の確認調査を行った。

地表下40cinで地山(Ⅲb層)を検出し遺構確認を行った。検出された遺構は、竪穴住居跡2軒

(SI800・801)、土坑2基(SK3338・3339)、溝1条(SD414)、掘立柱建物跡1棟(SB233)、

特殊遺構1基(SX309)、小穴20基である。

S1800は、撹乱を受けており規模は不明である。SI801は、東西幅l.9m以上、南北幅3.15mで、

東辺に竃を有する。SK3338は、東西幅55cm以上、南北幅80cmで、平面円形を呈する。SK3339は、

東西幅90cm1南北幅40cm以上で、平面楕円形を呈し、SI801を切っている。SB233は、3基の柱

穴が確認されている。SX309は、SI801に切られている。南北・東西幅は1.5m以上である。SD414

は、東西溝で、幅約55cm1調査区を約5.9m走行している。小穴は、規則性がなく、相互の関連

は不明である。
-

め、
b曙
一

107.26ポ

小野本敦

調査面積

担当者

出土遺物

SI801から、須恵器B高台付婉(PK02)、灰釉陶器皿(PN01)、

女瓦(KD01)が出土した。表土・撹乱がらは須恵器A高台付坏

(PK01)、土師質土器蓋(PL01)、土師質土器高台付婉(PL02)、
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(PN02)、男瓦

(KC01・02〉が

出土した。
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ー ー ー ー 1 1

(S48)
隣地境界?

・} -

・)

哩
-

(S54.)

B/～
-

(S60)

8C
-

(s66)

BIE
一

(S72)

P?1

0 2ゞl'-F〒
1)?l0 て

QP?ル

:1〉く】3:うて
pU, ?2

一 P??91

{→

-

pi]5
P川[1

11-6 (1

未掘

l, 〕♂?
Sl8t)0
P?2

Sl80[i
陰

(

嶌1

トー

11

イ?-
別8(}O
IL1

Sl8011
ト?5

Sl}23:i?;3
SDlti0
Iヒ(1

SB2:i:ト1
t1

8112:{ト2

[IN トIT')p-Lt

盤
添
誦
甲
殼・

「????調査範囲(A l-レンチ)

SlMl.1

聾
,
賢
ぼ

-

一

一

-

Sli:ai:l:19

耕采
一

(878)

13T
一

隔=r)

tfK

?
′
シ
"
)
ド
争
専
,
Ⅷ
o
参

1く10

:51)l

1)A7

S\jit)9

P?20

l)日8

1)」5}

調査範囲(B l-レンチ)

未掘攪乱

・/-
ご)

!〕

一

-

-

BⅥ
一

(S!j6)

.9声
1

-

ご)

5,・1

(l{][i2)
52

(W156)

l

・48

(Wllal)

 地区 第630次調査区全体図

50

(IV150)

0

?????????ド???

I

/16

(W138)

10m

????:I

・′11

(wl32)

24



第2章 平成20年度埋蔵文化財調査の概要

ト亡V

負,)
630 SI801 PK02

ゞ圭♂

娼
630遺構外PK01

630遺構外PL01

Σ一-1〔=2

630 SI801 PN01

廠j
630遺構外PN02
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三J
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630遺構外PL02

趨寵凱ム為

l
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へ
へ

l
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へ

l

-

・゛″3・-ン゜・!―園―
630遺構外KC01

糟′
l

l /

I

豪・
伊一

630遺構外KC02

骸敷゙
ゾ
゛

二[コ二
630 SI801 KD01

25

歴史時代土器一覧

遣物番号
種別

形態

出土

位置
口径器高
底径高台高

器形の特徴 成・整形の特徴 備考

630PKO1 須恵器A
高台イ・封宛

撹乱
- (3.3)
((6.2))0.7

体部下端内湾気味に立ちあがる、.
高台三角形をvしハ字状に広がる。

ロクロ成形。高台貼付。 灰掲色,,硬質。白色粒多量混人。

630-PKO2 須恵器B
高台付椀

S!801

覆上
- (2.3)
((6.4))1.6

高台三角形をする,. ロクロ成形。高台貼付。 淡橙色。硬質。白色粒混入。.

630-PLOI
土師質上器

蓋
撹乱

((16.0))(1.5) 口縁部やや外反気味,,口唇部や
や内湾。

ロクロ成形,7.口唇部横ナデ

調整。

淡橙色。軟質。緻密。

6301)1,02
上師質土器

高台付椀
撹乱

- (2.8)

((8,O))1,2

高台三角形をεするっ ロクロ成形。高台貼付。 暗茶褐色。硬質う砂粒少量混入。

630→)NOI
灰釉陶器

田l

Sl801

Y【ニニヒ

- (1.4)

((7.4))0.3

高台低い三日月形を呈する。 [lクロ成形。底部糸切り離し後

無調整。高台貼り付け。

灰白色。硬質。緻密。

630I)No2
灰釉陶器

Ⅱ什
表上

- (1,7)

((8.4))0.5

高台三1」月形を呈する。 ロクロ成形。底部糸切り離し後

無調整。高台貼り付け。

灰白色,,硬質,一緻密。

男瓦一覧

遣物番号
出土

位置

狭端

広端

全長

即ミさ

成・整形の特徴

備考凹面 凸面 ]S1蔽
素材 布目 特・徴 叩き 特懲- 甘単

6301匁COI 表上 (10.8)

(1,6)
2.4 20X 30

広端縁一面

・\ラ削り。

縄叩き後ナデー
調幣。

広端面不

明/\ラ書。

灰黄色。やや軟質,砂泣番蚕麿入。

630KCO2 表上 (1,2)

(6,8)
2.3 24×28

縄[1

((Ll2本))

灰色。硬質。砂粒少量混入。

女瓦・覧

遣物番号
出1〕

位置

狭端

広端

全長

厚さ

成・整形の待徴

備考凹而 凸面 端面

素材 府… 特徴 叩き 特徴 {で「1践

630ⅠくDO1
Sl801

繞土
(6,9)

2、2 ((21X21))
押印「播」 縄[]

((1.12本〉)

暗褐色。やや硬質。砂粒・海綿骨針少歌混

人。-



第2竜 平成20年度埋蔵文化財調査の概要

一

一

 武蔵国分寺跡第634次調査確認調査

所在地 国分寺市東元町4下目1937-1

調査期間 平成20手5月13日～7月23日(8日間)
一

調査概要

調査区は、僧寺寺院地中軸線から約351m東方で約30m南方に寺院地南辺区画溝(SD17)が走行
する寺院地南東地域である。調査は、浸透枡の埋設によって遺構に影響が及ぶ範囲に1-レンチ
を設定し遣構確認を行った。A1-レンチから溝跡(SD37)が確認された。SD37は幅員1.55rnである。
SD37は近隣の調査で確認されており、南辺区画溝埋没後に掘削されているのが確認されている。
出土遺物

遺物は出土しなかった。
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 武蔵国分寺跡第635次調査確認調査

所在地 国分寺市東元町4丁目1938-5

調査期間 平成20年5月13日～7月23日(8日間)
-

調査概要

調査区は、僧寺寺院地中軸線から約399m東方に位置する。調査は、浸透枡の埋設によって遺
構に影響が及ぶ範囲に1ヘレンチを設定し遺構確認を行った。D l-レンチから縄文時代の集石遺
構1基(ssii3)を検出した。縄文時代の遺構が希薄な立川段丘上において、当該期の遺構の存
在を伺わせる好資料を得ることとなった。

出土遺物

遣物は出上しなかった。
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第2章 平成20年度埋蔵文化財調査の概要

I l

141
-

(E423)

137

133
-

(E399)

129
-

(E387)

125
ー

(E375)

121
-

(E363)

堵
斡1

艶
剣
殴j

117
-

(E351)

I

～1

纜
G トレンチi′1 qir時

甥

轟話, 膚

調査範囲

El-レンチ

-

7-"?・.Slii tヘレン田 Hl～レンチ

113
攪

囲

トレンチ
Cトレンヂ

諦
桧
奪.
腟
籾.

掘攪1

635次調査区

?Fl-レンチ

衝
疎

邑
緩

Bトレンチ

旧ヘレン

轡狸璋界線
拷
七
p

囲

一

調査範囲・

Dトレン 歇
籾
佑

A]・レンチ

船崗漂

トレンチ

Bl-レンチⅦ

Cトレン外?・
査範囲1

634次調査区

Fトレン

113
-

(E339)

Aトレンチ

未・ SD37

ヲ匍05号線
道路境界線

-

\109

1

ED

(S249)

O

Ell EL IEP ET

(S261) (S273) (S285) (S297)

 ・ 地区 第634・635次調査区全体図

2]

20m

?
口D

(S309)



第2章 平成20年度埋蔵文化財調査の概要

-

 武蔵国分寺跡第636次調査確認調査

所在地 国分寺市西元町2丁目2544 - 16

調査期間 平成20年5月26日～5月28日(3日間)
-

調査概要

調査区は、武蔵野段丘上で、東山道武蔵道(SF1)から約30m東方に位置する。排水管埋設によ

って遺構に影響の及ぷ範囲にA・B l-レンチを設定し遺構確認を行った。地表下約60cm

で地山(Ⅲb層)を確認し遺構確認を行った。調査面積が非常に狭小であろため、当

該地域の特性を明らかにするに至らなかった。

出土遺物

遺物は出土しなかった。
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 武蔵国分寺跡第639次調査確認調査

所在地 国分寺市西元町2丁目2544-16

調査期間 平成20年6月9日～6月11日(3日間)
←ト→?吟?～?―?→?

調査概要

調査区は、 地区の隣接地である。排水管埋設によって遣構に影響が及ぷ範囲にトレンチを

設定し遺構確認を行った。調査区は、地表面下0.6mで地山(Ⅲb層)が検出された。遺構

は小穴1基(P-1 )が検出された。平面形は楕円形を呈し、深さは確認面から30cm

である。調査区が狭小であるため小穴の性格は不明である。

出土遺物

表土から女瓦片2点が出土した。
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第2章 平成20年度埋蔵文化財調査の概要
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第2章 ゞト成20隼度埋蔵文化財調査の概要

-

[相]武蔵国分寺跡第637次調査確認調査

所在地 国分寺市西元町2丁目1648-1

調査期間 平成20年5月21日～5月30日(7日間)

調査概要

調査区は国分寺崖線直下の立川段丘上、武蔵国分僧寺伽藍地西辺区画溝(SD23)の約35m西

方の寺院地外北西地域に位置する。調査の対象は、宅地造成工事に伴う盛土によって遺構に影

響が及ぶ範囲である。当該個所に1・レンチを設定し確認調査を行った。

調査区は、地表下約15～25cmまで耕作土が、その下層にはローム粒子を多く含

む粗粒の暗褐色土が堆積していた。調査区北側では地表下約40cm1調査区南側で

は地表下約100cmで、奈良・平安時代の遺物包含層であるⅢa層に類似した層を検

出した。当地域は、近代まで水が流れていたという話もあり、暗褐色土は野川支流

の堆積土である可能性が考えられる。一遺構は、土坑4基(SK3340～3343)、小穴1

基(P?1)が検出された。,SK3340は、東西幅60cm以上、南北幅110cm以上で平面

長方形を呈する。SK3341は、SK3340に切られているため規模は不明である。SK33

42は、東西幅6 0 c in以上、南北幅80cm以上、SK3343は、東西幅60cm以上、南北幅

60cmである。両者とも平面隅丸方形を呈する。

出土遺物

遺構に伴う遺物は出土しなかった。表土から須恵器A坏(PK01)、須恵器A蓋(PK02)、

灰釉陶器婉(PN01)、宇瓦(KB01)、女瓦(KD01)が出土した。
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第2章 平成20隼度埋蔵文化財調査の概要
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第2信 平成20隼度埋蔵文化財調査の概要
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第2章 平成20隼度埋蔵文化財調査の概要

@花沢西遺跡第21次調査確認調査

所在地 国分寺市南町3丁目28-6

調査期間 平成21年3月16日(1日間)

調査概要

調査区は、恋ケ窪谷東側の武蔵野段丘上に位置する。排水管埋設によって遺構に影響が及ぷ

範囲にトレンチを設定し確認調査を行った。地表下約70cmで地山(Ⅲb層)を検出し、遺

構確認を行った。遺構は検出されなかった。

出土遺物

Ⅲb層中から縄文土器片2点が出土した。
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[相]恋ケ窪東遺跡第20次調査個人宅造地

所在地 国分寺市本町4丁目21 - 24

調査期間 平成21年3月3日～3月4日(2日間)

調査概要

調査区は、武蔵野段丘上、さんや谷の東側台地上に立地する。排水管埋設によって遺構に影

響が及ぷ範囲にトレンチを設定し確認調査を行った。調査区は中央部に撹乱が大きく深く及ん

でおり、調査区壁際の地表下約80cmで地山(Ⅲb層)を検出した。遺構は検出されなかった。
出土遺物

遺物は出上しなかった。

調査面積
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第2章 Slk成20年度埋蔵文化財調査の概要
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第2章 平成20年度埋蔵文化財調査の概要

[相]殿ケ谷戸北遺跡第2次調査確認調査

所在地 国分寺市南町1丁目311-12

調査期間 平成20年6月2日～6月11日(6日間)
ー

調査概要

調査区は武蔵野段丘上に立地し、約100m南西には本多谷の斜面部が形成されている。調査

の対象は、建物ピット埋設によって遺構に影響が及ぶ範囲である。当該個所にI・レンチを設定

し遺構の確認調査を行った。

調査区は、現地表下約60～120cmまで表土が及び、表土下層から地山(Ⅲb層)

が検出された。Ⅲb層では縄文時代の遺構確認は困難であるため、地表下120cm

のⅢc層まで掘り下げ遺構確認を行った。縄文時代の遺構は検出されなかった。旧

石器時代の調査として、調査区中央部にサブトレンチを設け、掘削深度である地表

下約200cmのVa層下層まで掘り下げて遺構確認を行った。遺構は検出されなかっ

辷。

出土遺物

Ⅳ層下層でチャートの縦長剥片(FL01)1点が出土した。

調査面積 34.18信

担当者 立川明子
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第2章 平成20年度埋蔵文化財調査の概要
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第2章 平成20年度埋蔵文化財調査の概要

[有]殿ケ谷戸遺跡第11次調査確認調査

所在地 国分寺市南町2丁目io-23 調査面積

調査期間 平成20年6月19日～7月9日 (13日間) 担当者

調査概要

調査区は武蔵野段丘上に位置し、殿ケ谷戸谷と本多谷に挟まれた残丘上に位置する。建物基

礎によって遺構に影響が及ぶ範囲にトレンチを設定し遺構の発掘調査を行った。

調査区では、地表下約50cmで地山(Ⅲb層)を検出し、さらにⅣ層まで掘り下げ縄文時代の遺

構確認を行った。埋喪1基(SU1)、土坑3基(SK5～7J)、小穴20基が検出された。埋盗の

体部内外面に被熱痕が見られず屋外炉に供したものではないと考えられる。埋褒に伴う柱穴痕

等は周辺から検出されなかった。SK5Jは平面形状が不整形であり風倒木と考えられる。SK6J

は、陥穴である。長径120cm,短径90cmで、深さは確認面から110cmで、平面隅丸方形を呈する。

底面中央には、逆茂木を立てたと考えられる小穴が検出された。円形を呈し、直径20cmで、深

さは遺構底面から40cmである。SK7 Jは、焼土が多く炉穴と考えられる。小穴20基は配置、形状、

規模等において小穴間に規則性は見られず、竪穴住居等に属する柱穴痕ではないと考えられる。

旧石器時代の調査は、調査区北西部に2.5×2.5mのサブトレンチを設定し、Va層まで掘り下

げた。石器が出土したため、サブトレンチを南東方向にlmX2m拡張したところ、礫8点から

成る石器集中地点(ST1)が検出された。

出土遺物

遺構に伴う遺物は、埋褒(JF02)である。Ⅲb層中から縄文土器深鉢JF01)が出土した。Ⅲc層

～Ⅳ層中からナイフ形石器(FA01)、縦長剥片(FL01)が出土した。
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第2章 平成20年度埋蔵文化財調査の概要
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第2章 平成20年度埋蔵文化財調査の概要
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旧石器時代石器一覧

遺物番号
種別
形態

出土

位置
最大長 最大幅 最大厚 重量 遺存状態 石材 備考

Iく2ト1l

FAOl

ナイフ形石

器

Ⅲc～Ⅳ

層
2,6 1,8 0,8 3,3 完形 黒曜石

K21-11.

FL.Ol
縦長剥片

ⅢC～Ⅳ

層
、1.2 1.3 0.7 2.0 完形 黒色頁岩

縄文時代土器一覧

遺物番号
種別

形態

出土

位置

口径

器高
底径

器形の特徴 成・整形の特徴 備考

K2]-11

,IFOl
深鉢 Ⅲb層 (9.5)

口縁部～体部上半iEjboけて
やや内湾気味。

棒状工具により渦巻文描出! 暗茶褐色。やや硬質。砂粒・金雲6%や多量混
入。加曽利E式。

K2111

JFO2
深鉢 Ⅲb層 (28.0)

9.0

体部～底部にかけて内譜“。 沈線“{描出した区直内に、単
節縄文Lを施文,.

茶褐色。硬質。白色砂粒多量混入1“



第2章 平成20年度埋蔵文化財調査び)概要

[相]花沢東遺跡第8次調査確認調査

所在地 国分寺市南町3丁目2681-33,108

調査期間 平成20年6月4日～6月16日(7日間)
-

調査概要

調査区は武蔵野段丘上、国分寺崖線と殿ケ谷戸谷に囲まれた舌状台地の南先端部に位置する。

地下室建設工事によって埋蔵文化財に影響の及ぶ範囲にA・B計2カ所のトレンチを設定し、確

認調査を行った。

Aトレンチでは、現地表面下約100cmで地山(Ⅲc層)を検出した。調査区南壁際

から集石遺構(SS 2 )が検出された。SS2は、Ⅲb層上層から掘り込まれており、平

面形は楕円形を呈し、規模は上面幅の長軸で1.2mを測る。遺構の覆土中からは、

礫の他に炭化材が検出され、焼礫を用いた屋外炉と考えられる。旧石器時代の遺構

確認をするため、調査区中央にサブトレンチを設け、現地表下約140cmまで掘り下

げてVa層を検出し遺構確認を行った。砂岩の剥片1点が出上した。B l-レンチで

は、現地表下約60～80cmで地山(Ⅲb層)を検出し遺構確認を行った。縄文時代に

帰属すると考えられる小穴(PJ-1 )が検出された。縄文時代・旧石器時代の遺構確

認を行うため、サブトレンチを設定し、現地表下約120cmでⅣ層下層～Va層で遺

構確認を行った。Ⅳ層中からは、旧石器時代の石器集中地点(ST18)が検出された。

剥片が多く出土したことから石器製作が行われた地点であると考えられる。

出土遺物

sT18から礫・剥片18点が出土している。石材は、チャー1・5点、砂岩12点である。

-
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第2章 平成20年度埋蔵文化財調査の概要

955
-

←31910)

1

957

959
-

(一31918)

l
\

961

←31922)

963
一

←31926)

ぴS2

調査範囲

濾 須 1 (A)-レンチ)
摸
辿
非

釆換門抱緩

調査範囲

(Blヘレンチ)

965
-

←31930)

DLE

←33558)

DLH

←33564)

DLK

←33570) ←33576) ←33582) ←33588)

縄文時代遺構配置図

DLW

←33594)

10m

D私

(-33600)

(世界測地系)

l

955

←31910)

ー

957
-

←31914〉

1

?1
-

959

←31918)

l
\ -

961
-

←?31922)

963

←31926)

渚
旺
、
鄭
安
摺
・

渚
傘
N
}
追
安
摺
忠
彰

調査範囲

(Aトレンチ)

≦゛゛\調査範囲

調査範囲

(Bトレンチ)

己励紅
＾逍物

-

965

←31930)

D1

←33558)
DLH

(一33564)

O

←33570) ←33576) (一33582) ←33588) ←33594)

旧石器時代遺構配置図

 地区 第8次調査区全体図

41 -

10m

DMA

←33600)

-

(世界測地系)



-

-

- -- ー

付編 平成10年～15年度の小規模調査概要
- -

? 平成10年～15年度 調査地区一覧

第14表 武蔵国分寺跡(遺跡N0.10・19){固人宅造{三(士う本発掘調査

1

42

地区1

香号 1 ピ棄裟 「周査原囚 ■ 所在地 一這シ.」芒一二砦誓一 現地調査期間 」 検出遺構 遺物

箱数

1゛) 462 個人宅造地 泉町1丁目2458-22 0.99 214426
日10,5,19

(1日間)
検出遺構なし O

2゛ 465 個人宅造地 泉町1丁目24181 0.95 312,61
口10.7,3

(1日間)
検出遺構なし O

′壽) 472 1固人宅造地
西元町2丁目2554-
3

24,96 81.02
日10,11.19～日1011.25

(4日間)
検出遺構なし O

4, 486 個人宅造地
東元町3丁目1542-
1

4,10 184,88
口11.6.14～口11,6,16

(3日間)
検出遺構なし ○

'ESi 489 {固人宅造地 泉町1丁目2386-88 11.20 146,78
口11,8.23～口11.8.30

(6日間)
検出遺構なし O

498 個人宅造地 東元町3丁目615 3,40 66,25
口12,3.28～臼12,4,3

(5日間)
検出遺構なし ○

:7 505 個人宅造地
東元町4丁目1473-
7

1.32 69.28
口12,5.22～口12,5,23

(2日間)
検出遺構なし ○

 511 個人宅造地
西元町3丁目2068-
3

838 240.45
トⅡ2.74～口12,7,5

(2日間)
検出遺構なし O

わ) 515 {固人宅造地
東元町4丁目1937-
6

5.50 120.97
日12.11.21～日12.11.24

(3日間)
検出遺構なし O

'(10) 516 個人宅造地 泉町1丁目2458-56 1305 132.○O
口12.11.27～日12.12.1

(3日間)
検出遺構なし O

;11) 519 {固人宅造地
西元町3丁目1915-
28

7.38 105,40
日13.2.15～臼13,2,19

(3日間)
検出遺構なし O

521 個人宅造地
西元町3丁目1931-
7

4,40 158.47
口13,2,21～臼13,2.22

(2日間)
検出遺構なし ○

(13'. 522 個人宅造地 東元町4丁目3-4 141 100.71
口13.2.20～口13,221

(2日間)
検出遺構なし O

523 個人宅造地
東元町4丁目1759-

1
222 101.44

口13.2.20～口13,2.21

(2日間)
検出遺構なし O

534 (固人宅造地
東元町4丁目1789-

2
1,51 70.08

日136,4

(1日間)
検出遺構なし O

四・ 545 個人宅造地
東元町3丁目1556-

7
6.21 132,23

日14.1.9～口141.10

(2日間)
検出遺構なし ○

1j7) 546 {固人宅造地 西元町3丁目3-48 4.87 127,32
口14.1,7～口14,1.8

(2日間)
検出遺構なし ○

イ飾 547 1固人宅造地
西元町3丁目1894-

14
3.45 104.37

口141.29～口141.30

(2日間)
検出遺構なし O

548 個人宅造地 西元町2丁目8-2 3.32 134,32
日14.2625～口14.2.26

(2日間)
検出遺構なし O

:2o'・ 553 1固人宅造地 東元町3丁目19-6 2.38 130.32
口14.7.25～口14729

(5日間)
検出遺構なし O

②) 558 {固人宅造地
西元町2丁目2548-
26

13.25 148.76
日14,11.12～日1411.13

(2日間)
検出遺構なし ○

@ 559 個人宅造地 西元町3丁目15-7 1.96 317.35
臼14,12,3

(1日間)
検出遺構なし O

[相] 562 個人宅造地
西元町2丁目2548-
10

1056 196,35
日15.219～口15,227

(3日間)
検出遺構なし O

面積台計 136.77 3395、62 ■

地区

香号

遺跡

香号
調査原因 所在地

面 積 (ml)
現地調査期間 検出遺構

遺物

箱数調査 対象

@ 13 個人宅造地 南町3丁目279914 491 232,44
日13,11.21～日13.11,26

(6日間)
検出遺構なし O

面積含計 4,91 232.44 巴



付編 平成10～15手度の小規模調査の概要
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付編 平成10年～15年度の小規模調査概要

-
一 -

①武蔵国分寺跡第462次調査個人宅造地

所在地 国分寺市泉町1下目2458-22

調査期間 平成10手5月19日(1日間)

請亙概嬰

調査区は、さんや谷の斜面部より約120m西方の武蔵野段丘上に位置する。調査の対象は排水
管埋設により遺構に影響が及ぶ範囲であり、当該個所にトレンチを設定した。工事掘削深度で
ある地表下40cmまで盛上が及んでおり、遺構は検出しえなかった。
出土遺物

遺物は出土しなかった。

0.99 1音

木下さおり
-

調査面積

担当者
一

1、A1ヘレンチ全景 西から 2,B l-レンチ全景 酎から

?―;
κ) 叩り曙1『 \

\

\
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■

3.c i-レンチ全景 酎から

4

ー

一 - 一

②武蔵国分寺跡第465次調査個人宅造地

所在地 国分寺市泉町1丁目2418-1

調査期間 平成10年7月3日(1日間)
-

調査概要

調査区は、さんや谷の斜面部より約130m西方の武蔵野段丘上に位置する。調査の対象は、排
水管埋設によって遺構に影響が及ぶ範囲であり、当該個所にI・レンチを設定した。地表下40cm
で地山を検出し、遺構確認を行ったが遺構は検出されなかった。
出土遺物

遺物は出土しなかった。
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付編 平成10～15年度の小規模調査の概要
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付編 平成10年～15年度の小規模調査概要

ー

③武蔵国分寺跡第472次調査個人宅造地

所在地 国分寺市西元町2丁目255i3 調査面積

調査期間 平成10隼11月19日～11月25日(4日間)担当者
- -

調査概要

調査区は、東山道武蔵道より約100m西方で、武蔵野段丘上、国分寺崖線付近に位置する。調

査の対象は、建物基礎埋設によって遺構に影響が及ぶ範囲であり、当該個所にトレンチを設定

した。地表下30cmで地山(Va層)を検出し、遺構確認を行ったが遺構は検出されなかった。さら

に地表下130cmのⅥ層まで掘り下げたが、遺構は検出されなかった。

出土遺物

遺物は出土しなかった。
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④武蔵国分寺跡第486次調査個人宅造地

所在地 国分寺市東元町3丁目1542 - 1

調査期間 平成11年6月14日～6月16日(3日間)
ー -

調査概要

調査区は、僧寺寺院地中軸線から約399m東方の寺院地東北地域に位置する。調査の対象は、

排水管埋設により遺構に影響の及ぶ範囲であり、当該個所にI-レンチを設定した。

地表下30cmで地山を検出し、遺構確認を行ったが遺構は検出されなかった。

出土遺物

遺物は出土しながった。
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付編 平成10～15隼度の小規模調査の概要
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付編 平成10隼～15隼度の小規模調査概要

ー-

 武蔵国分寺跡第489次調査個人宅造地

所在地 国分寺市泉町1丁目2386-88

調査期間 平成11年8月23日～8月30日(6日間)

調査概要

調査区は、さんや谷の斜面部より約90m西の武蔵野段丘上に位置する。調査の対象は、排水

管埋設により遺構に影響が及ぷ範囲であり、当該個所にトレンチを設定した。地表下40cmで地

山(Ⅲc層)を検出し、遺構確認を行ったが遺構は検出されなかった。

出土遺物

遺物は出上しなかった。

11.20渭

上敷領久

調査面積

担当者

し
b

11

九

1

h

1

A之4′]〉i・、1
1,A I-レンチ全景 四?がら

z

違セ←晰鴫-―?～

-
一

J

?1
4 ～ 一 -

2. Bトレンチ全景 東から

ヤ

-

-

 武蔵国分寺跡第498次調査個人宅造地

所在地 国分寺市東元町3丁目6-15

調査期間 平成12年3月28日～4月3日

謂査概要

調査区は、立川段丘上、僧寺寺院地中軸線から約618m東方の

寺院地外に位置する。調査の対象は、排水管埋設により遺構に影

響が及ぶ範囲であり、当該個所にトレンチを設定した。地表下

40cmで地山(Ⅳ層)を検出し、遺構確認を行ったが遺構は検出され

ナよすpつ平二。

出土遺物

遺物は出土しなかった。
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付編 平成10～15年度の小規模調査の概要
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付編 平成10年～15年度の小規模調査概要

-

-

 武蔵国分寺跡第505次調査個人宅造地

所在地 国分寺市東元町4丁目1473-7

調査期間 平成12年5月22日～5月23日(2日間)
-

調査概要

調査区は、僧寺寺院地中軸線から約507m東方の寺院地外に位置する。調査の対象は、排水管

埋設によって遺構に影響が及ぶ範囲であり、当該個にトレンチを設定した。地表下40cmで地山

(Ⅳ層)を検出し、遺構確認を行ったが遺構は検出されなかった。

出土遺物

遺物は出土しなかった。
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 武蔵国分寺跡第511次調査個人宅造地

所在地 国分寺市西元町3丁目2068-3

調査期間 平成12年7月4日～7月5日(2日間)
-

調査概要

調査区は、僧寺寺院地中軸線から約180m東方の寺院地南東地域に位置する。調査の対象は、

排水管埋設によって遺構に影響が及ぶ範囲であり、当該個所にI・レンチを設定した。遺構確認

を行った。地表下30crnで地山を検出し、遺構確認を行ったが遺構は検出されなかった。

出土遺物

遺物は出土しなかった。
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付編 平成10～15手度の小規模調査の概要
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付編 平成10年～15年度の小規模調査概要

-

ー 一

 武蔵国分寺跡第515次調査個人宅造地

所在地 国分寺市東元町4丁目1937-6

調査期間 平成12年11月21日～11月24日(3日問)
一

-
-

調査概要

調査区は、僧寺寺院地中軸線から約402m東方の寺院地南東地域に位置する。調査の対象は、

駐車場造成工事によって遺構に影響の及ぷ範囲であり、当該個所にトレンチを設定した。地表

下40cmで地山(Ⅱ層)を検出し、遣構確認を行ったが遺構は検出されなかった。

出土遺物

遺物は出土しながった。
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[相]武蔵国分寺跡第516次調査個人宅造地

所在地 国分寺市泉町1丁目2458 - 56

調査期間 平成12年11月27日～12月1日(3日間)

調査概要

調査区は、さんや谷の斜面部より約100m西方の武蔵野段丘上に位置する。調査の対象は、排

水管埋設によって遺構に影響が及ぶ範囲であり、当該個所にI・レンチを設定した。地表下40cm

で地山(Ⅲb層)を検出し、遺構確認を行ったが遺構は検出されなかった。

出土遺物

遺物は出土しなかった。
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付編 平成10～15年度の小規模調査の概要
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付編 平成10年～15年度の小規模調査概要

 武蔵国分寺跡第519次調査個人宅造地

所在地 国分寺市西元町3丁目1915 - 28

調査期間 平成13年2月15日～2月19日(3日間)
-

調査面積

担当者

7.38渭

上敷領久

わ社・?j-≦具?′

1,Aトレンチ全景 東から 2,B I-レンチ全景 南から

ー

ノj

調査概要

調査区は、僧寺寺院地中軸線から

約315m東方の寺院地南東地域に位置

する。調査の対象は、排水管埋設に

よって遺構に影響が及ぶ範囲であり、

当該個所にI・レンチを設定した。工

事掘削深度である地表下40cmまで盛

土が及んでおり、遺構は検出しえな

J)\っ扛。

出土遺物

遺物は出土しなかった。
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@武蔵国分寺跡第521次調査個人宅造地

所在地 国分寺市西元町3丁目1931 - 7

調査期間 平成13隼2月21日～2月22日(2日間)

調査概要

調査区は、 地区の北側に隣接する。調査の対象は、排水管埋設によって遺構に影響が及ぶ

範囲であり、当該個所に1ヘレンチを設定した。地表下60cmで地山(Ⅲa層)を検出し、遺構確認を

行ったが遺構は検出されなかった。

出土遺物

遺物は出土しなかった。
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付編 平成10～15年度の小規模調査の概要
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付編 ユ1乙成10年～15年度の小規模調査概要

- -

[相]武蔵国分寺跡第522次調査個人宅造地

所在地 国分寺市東元町4丁目3-4

調査期間 平成13年2月20日～2月21日(2日問)
-

調査概要

調査区は、僧寺寺院地中軸線から約579m東方の寺院地外に位置する。調査の対象は、排水管

埋設によって遺構に影響が及ぶ範囲であり、当該個所にトレンチを設定した。地表下40cmで地

山(Ⅳ層)を検出し、遣構確認を行ったが遺構は検出されなかった。

出土遺物

遺物は出土しなかった。
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 武蔵国分寺跡第523次調査個人宅造地

所在地 国分寺市東元町4丁目1759 - 1

調査期間 平成13隼2月20日～2月21日(2日間)
一

調査概要

調査区は、0地区の北側に隣接する。調査の対象は、排水管埋設によって遺構に影響が及ぷ

範囲であり、当該個所にI・レンチを設定した。地表下50cmで地山(Ⅲb層)を検出し、遺構確認を
行ったが遺構は検出されなかった。

出土遺物

遺物は出土しなかった。
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付編 平成10～15羊度の小規模調査の概要
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付編 平成10年～15年度の小規模調査概要

-
-

 武蔵国分寺跡第534次調査個人宅造地

所在地 国分寺市東元町4丁目1789-2

調査期間 平成13年6月4日(1日間)
-ー

ー

調査面積 1.51濱

担当者 木下さおり
ー

一

調査概要

調査区は、僧寺寺院地中軸線から約591m東方の寺院地外に位置す

る。調査の対象は、排水管埋設によって遺構に影響が及ぷ範囲であ

り、当該個所にトレンチを設定した。地表下80cmで地山(Ⅳ層)を検

出し、遺構確認を行

ったが遺構は検出

されなかった。

11-;;
遺物は出土しな

J〕】0扛.、

2.調査区全景 北から
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[相]武蔵国分寺跡第545次調査個人宅造地

所在地 国分寺市東元町3丁目1556-72

調査期間 平成14年1月9日～1月10日(2日間)
-

調査概要

調査区は僧寺寺院地中軸線から約297m東方の寺院地東北地区に位置する。調査の対象は、排

水管埋設によって遺構に影響が及ぶ範囲であり、当該個所にI・レンチを設定した。地表下30cm

で地山(Ⅲc層)を検出し、遺構確認を行ったが遺構は検出されなかった。

出土遺物

遺物は出土しなかった。
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付編 平成10～15年度の小規模調査の概要
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付編 平成10年～15年度の小規模調査概要

-

 武蔵国分寺跡第546次調査個人宅造地

所在地 国分寺市西元町3丁目3-48

調査期間 平成14年1月7日～1月8日(2日間)
-

調査概要

調査区は僧寺寺院地中軸線から約198m東方の寺院地外に位置する。調査の対象は、排水管埋

設によって遺構に影響が及ぶ範囲であり、当該個所にトレンチを設定した。地表下30cmで地山
一

r◆1 r〆1
一 ?z(Ⅳ層)を検出し、遺構確認を行ったが遺構は検出されなかった。
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[相]武蔵国分寺跡第547次調査個人宅握師

所在地 国分寺市西元町3丁目1894-14

調査期間 平成14隼1月29日～1月30日(2日間)
-

調査概要

調査区は、僧寺寺院地中軸線から約240m東方の寺院地外に位置する。調査の対象は、排水管

埋設によって遺構に影響が及ぶ範囲であり、当該個所にトレンチを設定した。工事掘削深度で

ある地表下40cmまで盛土が及んでおり、遺構は検出しえなかった。

出土遺物

遺物は出土しなかった。・
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付編 平成10～15年度の小規模調査の概要
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付編 平成10隼～15隼度の小規模調査概要

-

[相]武蔵国分寺跡第548次調査個人宅造地

所在地 国分寺市西元町2丁目8-2 調査面積 3.321冒

調査期間 平成14年2月25日～2月26日(2日間) 担当者 上敷領久
-

調査概要

調査区は、東山道武蔵道より約50m西方で、武蔵野段丘上、国分寺崖線中に位置する。調査の

対象は、排水管埋設によって遺構に影響が及ぶ範囲であり、当該個所にトレンチを設定した。

工事掘削深度である地表下40cmまで撹乱が及んでおり、遺構は検出しえなかった。

出土遺物

遺物は出土しなかった。
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[相]武蔵国分寺跡第553次調査個人宅造地

所在地 国分寺市東元町3丁目19-6

調査期間 平成14年7月25日～7月29日(5日間)

調査概要

調査区は、僧寺寺院地中軸線から約285m東方の寺院地東北地域に位置する。調査の対象は、

排水管埋設によって遺構に影響が及ぶ範囲であり、当該個所にI・レンチを設定した。工事掘削

深度である地表下40crnまで盛土が及んでおり、遺構は検出しえなかった。

出土遺物

遺物は出土しなかった。
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付編 平成10～15年度の小規模調査の概要
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第2章 S1ヱ成20年度埋蔵文化財調査の概要

 武蔵国分寺跡第558次調査個人宅造地

所在地 国分寺市西元町2丁目2548-26

調査期間 平成14手11月12日～11月13日(2日間)
-

調査概要

調査区は、東山道武蔵道より約17m西方で、武蔵野段丘上、国分寺崖線中に位置する。調査の

対象は、排水管埋設及び建物基礎埋設によって遺構に影響が及ぶ範囲であり、当該個所にトレ

ンチを設定した。工事掘削深度である地表下60cmまで盛土が及んでおり、遺構は検出しえなか

り才二、

出土遺物

遺物は出土しなかった。
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 武蔵国分寺跡第559次調査個人宅造地

所在地 国分寺市西元町3丁目15-7

調査期間 平成14年12月3日(1日間)

調査概要

調査区は、僧寺寺院地中軸線から約204m東方の寺院地南東地域に位置する。調査の対象は、

排水管埋設によって遺構に影響が及ぶ範囲であり、当該個所にl-

レンチを設定した。地表下60cmで地山を検出し、遺構確認を行っ

1\ たが、遺構は検出されなかった。
k 出土遺物
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付編 平成10～15年度の小規模調査の概要
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付編 平成10年～15年度の小規模調査概要
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調査概要

調査区は、東山道武蔵道より約50m西方で、武蔵野段丘上、国分寺崖線付近に位置する。調査

の対象は、排水管埋設によって遺構に影響が及ぶ範囲である。当該個所にトレンチを設定した。
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所在地 国分寺市南町3丁目2799 - 14

調査期間 平成13年11月21日～11月26日(6日間)

調査概要

調査区は、さんや谷の斜面部より約40m東方の武蔵野段丘上に位置する。調査の対象は、排水

管埋設によって遺構に影響が及ぶ範囲であり、当該個所にトレンチを設定した。地表下50cmで

地山を検出し、遺構確認を行ったが遺構は検出されなかった。
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付編 平成10～15年度の小規模調査の概要
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